
 
 
 

          ASTECH  ELECTRONICS  LTD.  （英国 アステック社） 

              製鉄用回転駆動シャフト トルク計測 テレメトリーシステム 
 
 
 

スティールストリップ／シート用ローリングミルにおいて回

転駆動トルクの計測は生産効率、品質／工場管理に非

常に大きな役目を果たしています。ひずみゲージによる

シャフト捩じれ計測はモーター駆動電流をモニターするの

に非常に優れています。アステック社は４０年以上の専

門的な経験に基づき回転体用テレメトリーシステムを提

案しており好評を得ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計測基本技術：シャフトに取り付けられたひずみゲージに

より捩れトルクを計測しデータ無線にて送信しコントロー

ルルームなどでモニターを行うことはこれまでのシステム

と同じですが、アステック社のシステムは簡素化され取り

付け、操作が非常に簡単に行えます。また、分割リング

（送信器ハウジング）等に関しては長年の数々の経験に

より頑強な機械的デザインを確立しましたので、安全に

使用していただくことができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アステック社のテレメトリーシステムの心臓部であるトル

ク／ひずみ送信器、Type TX1116D はローリングミル専

用に開発された製品です。本送信器は頑強なスティール

ハウジングの中で完全にモールドされています。そのた

め、電気的に完全にスクリーニングされています。 

 

送信器をローリングミルシャフトに取り付けた後はシャフ

トに近づく必要はありません。つまり、ゼロ／オフセット調

整、入力感度調整（スケーリング）、キャリブレーションな

どは処理用エレクトロニクスより遠隔操作できます。この

ことはひずみゲージの特性が環境などにより多少変化し

調整が必要になることを考えれば非常に重要なことです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

上部、下部駆動シャフト回転トルク表示例 
 

トルク データ送信器 TYPE TX1116D 

（ローリング ミル用） 

 

 

ステンレス スティール製 分割リング アッセンブリー 

（トルクデータ送信器、誘導電源受信ループ 

などを内蔵） 

最初のテレメトリー採用システム（1970 年代） 

     （７対の回転駆動シャフト トルク モニター、 

       バッテリパワー送信器を使用） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本システムは双方向の誘導結合方式を採用しています。 

 

このため、計測機器部と表示機器部間は一本の同軸ケ

ーブルだけが使用されます。駆動シャフトにはスティー

ル製分割リングが取り付けられます。この分割リングは

トルク送信器、ループアンテナを内蔵し、またひずみゲ

ージの保護用としても使用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
静止部受信ヘッドは回転部ループアンテナと約 20mm
のエアーギャップを設けて設置されます。このヘッドは
誘導結合により回転ループアンテナに電源を送り、また
ループアンテナから計測データを受信します。 
 
受信ヘッドはコントロールルームなどに設置されたデー
タ処理用エレクトロニクスに同軸ケーブルにて接続され
ます。このエレクトロニクスにはデモデュレーター、表示
器などが組み込まれています。 
 
また、各種のオプション出力（アナログ、電流、RS232, 
RS485, USB）が用意されていて、これらの出力をグラフ
ィック表示、アナログメーター表示できます。 
 
トルク送信器は同時に周囲温度、ひずみゲージ用電源
電圧のデーターを送信しますので、送信器をモニターで
きます。 
 
主な仕様 
入力レンジ:    ±50 to 10,000 µε 
           （リモートにて選択可） 
出力: ±5V, 4-20mA, USB, RS285, 
 RS232, 各種グラフィック出力 
精度: 14 bits 1 part in 16,000 
送信ギャップ: 最大 25mm 
シャフト許容変位: 垂直方向 ±50mm 
  水平方向 ±15mm 
出力周波数帯域: DC -200Hz 
出力ノイズレベル: 20mV RMS  
 （フルスケールの 0.2% ） 
リモートコントロール: 
                          1)  ゼロ／オフセット調整 
 2)  入力感度調整 
 3)  シャント校正シグナル 
 4)  波形校正シグナル 
取付シャフト径: 最大 約 600mm 
送信器作動温度: 120℃

 

データ処理用エレクトロニクス 

（デモデュレーター、出力機器、表示機器を含む） 
 

 

データ処理用エレクトロニクス 

（デモデュレーター、表示機器を含む） 

POWER SUPPLY

90-260 VAC

50/60 Hz.

REMOTE PROCCESSING

 UNIT

UP TO 50 METRES CO-AXIAL 

CABLE TO PROCCESSING UNIT

OPTIONAL LAPTOP FOR 

RECORDING & DISPLAY OF 

DATA

OUTPUTS - 4-20mA,  +/- 5V, RS485, USB

ALLOWABLE

DISPLACEMENT 

+/- 50mm 

LOWER ROLL

DRIVE SHAFT 

UPPER ROLL

DRIVE SHAFT 

NON-CONTACTING INDUCTIVE HEAD 

POWERS TORQUE TRANSMITTER & 

RECEIVES MEASUREMENT DATA 

UP TO 50 METRES CO-AXIAL 

CABLE TO PROCCESSING UNIT

ALLOWABLE

DISPLACEMENT 

+/- 50mm 

上部回転 

駆動シャフト 

下部回転 

駆動シャフト 

 

同軸ケーブル 

最長５０メーター 

 

電源 

90 – 260 VAC 

50/60Hz 
   出力 

   4 – 20mA, +/-5V, RS485, USB 

 

許容変位 

+/-50mm 

許容変位 

+/-50mm 

110 

リモート操作、処理ユニット 

オプション 

データーレコード、解析、

表示用ＰＣ 誘導電源供給／データ受信 

 ヘッド 


